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「
ア
ー
ト
は
採
れ
た
て
の
野
菜
み
た
い
に
、命
に
関
わ
る
よ
う
な
大
事
な
も
の
」。こ
の
言
葉
を
体
現
し
、数
多
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
世
界
へ
と

送
り
出
し
て
き
た
日
本
を
代
表
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ・デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、小
池
一
子
氏
を
迎
え
、令
和
7
年
度
の
講
座
を
開
講
い
た
し
ま
す
。

ア
ー
ト
、広
告
、デ
ザ
イ
ン
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、日
本
の
創
造
性
を
牽
引
し
て
き
た
小
池
一
子
氏
が
、ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
多
層
的
な
構
造
と
、

そ
れ
が
社
会
に
も
た
ら
す
意
義
を
、本
学
先
端
芸
術
表
現
科
西
原
珉
准
教
授
と
の
対
談
か
ら
探
求
し
ま
す
。

　
　
　
既
成
概
念
を
覆
す
革
新
的
な
発
想
と
、時
代
を
切
り
拓
く
情
熱
。小
池
一
子
氏
の
言
葉
は
、卒
業
後
の
進
路
、芸
術
活
動
、ア
ー
ト
関
連
の

キ
ャ
リ
ア
を
志
向
す
る
す
べ
て
の
人
に
、新
た
な
視
点
と
創
造
的
衝
動
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
。ご
興
味
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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●小池一子［こいけ・かずこ］● クリエイティブ・ディレクター。武蔵野美術大学名誉教授。1980年の「無印良品」創業に携わり、
以来アドバイザリーボードを務める。1983年に佐賀町エキジビット・スペースを創設・主宰し、多くの現代美術家を国内外に紹介（–2000年）。
著書に『美術／中間子 小池一子の現場』（2020年、平凡社）、訳書に『アイリーン・グレイ̶ 建築家・デザイナー』（2017年、みすず書房）他。
令和4年文化功労者。令和6年旭日中綬章受章。
●西原 珉［にしはら・みん］● 美術学部先端芸術表現科 准教授。キュレーター、心理療法士。
90年代の現代美術シーンで活動後、渡米。ロサンゼルスでソーシャルワーカー兼臨床心理療法士として働く。

音楽学部側
国際交流棟横

アートプロジェクト演習履修希望者 参加必須
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